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ジャクソン・ポロック
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心理学的注釈
ジョセフ・Ｌ・ヘンダーソン著／川田都樹子訳
　私が精神科医としてまだ駆け出しの頃、ある友人から頼まれ
て、ひとりの若い芸術家を専門的に診たが、診療の間に、彼は精神的な崩壊から徐々に回復した。彼は言葉数がきわめて少なかったので、私たちに共通の言語を見いだすのが非常に困難で、私は、彼を十分に治療できるかどうかおぼつかなかった。しかしながら、彼がそれまで 経験を描いた一連のドローイングを私のもとに持ってきたことで、 コミュニケーションは可能になった。それらは、彼の病気の諸相を明示して るように見え
(
１／
参考図版１、 ２
)、それに続く別の作品群は、セラピーの間の、より健
康な状態への、すなわち心理 再統合への漸進的発達を示しており、それによって、彼はその後の二年間 、かなりの程度まで回復したのだった。これ とは対照的に、 〈ゲルニカ〉時代ピカソや、オロスコの影響を反映した多くのスケッチも存在し、それらは実験的作品として
（訳註１）
分類されねばなるまい。それ
以外はすべて、無意識的なプロセス、あるいは比較的わずかにだけ意識的であるよう プロセスを描いたも であり、そのプロセスにおいて、患者が 自分の病気とその治療 可能性 についての内的感情を描出したのは明らかだと思え で 私は過去二〇年間、このタイプの経験を私の生徒に例示するのに、
そのシリーズを有益に用いてきた。
　特に、古代文化や、より単純な近代文化の中に、普遍的に見
いだされる二つのタイプのデザインに、私は注目した。一つは、トーテムポールを示唆するような垂直的デザイン、あるいは、シャルトル大聖堂の窓 エッサイの木（参考図版３）のようなデザインの中に見られるも である。もうひとつは、円あるいは矩形のデザインで、中央にシンボリックなエレメントが り、その周りには、なんらかの意味深い相互関係をもった、同心状、あるい 渦巻状、あるいは放射状 配置された、四、 八 十、 十二あるいはそれ以上 シンボリックなエレメ トがあるものである。このタイプは、中世の聖堂のバラ窓 連想させたり、ペリー
(
２
)がチベットのマンダラ、つまり宗教的な瞑想のための
デザインにそれをなぞらえて示したような「
マ
マンダロイド ンダラ状のもの
」
を連想させたりする
(
３／参考図版４
)。だが、この場合は、ユング
の著書『黄金の華の秘密』や、他のユング派の著者によ 本の中に、マンダラを模した現代 患者たち 描画が掲載されている で、私の患者はそれを見て 私に認められようとして、これらのデザインを描いて のかもしれない、ということを念頭に置かねばならなかった。しかし、彼が何を見た せ

参考図版 3
＜エッサイの木＞
 1150-70 年頃
シャルトル大聖堂（パリ）、
西ファサードの窓。
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よ、彼は芸術家として誠実なので、自分で感じたことしか描かないのだ、ということを理解することで、私は、この疑念を捨てることができた。私は、彼が新しいデザインを創造するのと相関して、心的統合に向かっていく改善 徴候を実際に見て、このことに大いに確信を持ったのである。それらは、芸術作品として完成 たも にはなっておらず、いくぶん試し描き風のものだったが、明らかに ノイマンが
求
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と呼んだ動向、
つまり、治癒的な状況の中で、無意識的なもの 、それによって心的分裂や自我
- 意識の歪曲の状態に対して、なんとかバラ
ンスを取ろうとする動向を明らか 示していた。 私はニューヨークでこの患者を、一九三九年か 一九四〇年 かけて一年半以上も診たのだが、突然、そこを離れねばならなくなり、彼に再び会うことはなかった。彼は女性の分析家 差し向けられ、彼女に数ヶ月間は診 もらったが、その後、セラピーを中断してしまった。後に、彼はホメオパシーを施す医師と一般開業医とを受診し、それは習慣となってい アルコール依存症を抑える助けになった。
　今や、彼は死んでおり、また、彼の私的な生活に関して、彼
の伝記作家らが報じてきた周知のこと以外 私 注釈において何も公表できないので、私 こと 四〇 代には世界的に有名 る独自のスタイルを発展させて大変成功した画家となっていくジャクソン・ポロックだ、 遠慮なく話すことができる。私が最初にこのことに気づいたのは 私が彼に最後に会ってから数年後、サンフラ シスコ美術館の壁から私を見下ろしている、彼が描いた大 絵画を偶然に見たとき
だった。動物あるいは鳥の頭をした二人の聖職者らしい人物像が、矩形の部屋か舞台かの両側に立っており、その内部では、半セミヒュー マン
人間的
な人物像たちの、ある種の封印された闘いが繰り広げ
られていた。こ 分は、壮大な左右非対称のスタイルで彼がよく描いた、解離のシーンを思 出させた。それを、私は酷い錯乱のうちにある精神状態の絵として考えたものだった。しかし、この〈秘密の守護者たち〉という絵（参考図版
5）には、
外に大きな人物像が り、ま 特に、絵の横長の下辺 形成する大きな狼がいて、内部の絶え間ない葛藤とは対照的に、彼らは不気味な静けさを保っ
(
４／参考図版６）
。
　彼のセラピストとして私は心ならずも心理学的に見てしまう
ので、私には、この絵を純粋に美的に見たらどう見え のかが全く分からない（非常に魅力的な絵画だと見なされるものと私も信じてはいるが） 。絵の中央には、彼 病気 本質的要素が相変わらず残っており、一方、その外には、非常に印象的だが、しかし、秘密を「守護」しているように見えながら実は内的葛藤 すべてをよりはっきりと暴露する、人工的な足場組みのように私には感じられるものが建てられていた。彼は、私の願いどおりに治療を継続せず、精神病の脅威
(
５／参考図版
7、
8)を、ただ壁
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参考図版 5
＜秘密の守護者たち＞ 1943 年
キャンヴァスに油彩、
22.89 × 191.47 cm
サンフランシスコ近代美術館
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で封じ込めたのだろうか。もしそうなら、彼の芸術家としての発展は、シュルレアリスムや似非シンボリズムの方向に向かっているのだろうし、その病気を、いかなる種類の治療や変化も受け付けない 芸術作品 本質的部分として認めるべきだろう。彼のセラピーは、単に彼を
妄パラノイド
想症
が疑われる状態に陥らせただ
けだったのだろうか。
　次なるポロックの発展で、こうした疑念は払拭され、私であ
れ他の誰であれ、結局は彼の 的宿命に実際に影響を与えることなど殆どありえな のだ ということが分かった。自らの牢獄の壁を破り、 は次のスタイルにおいて、自らの存在の最深奥の繊細
基マトリクス
質
を露出させ、どんな虚偽の防衛にもシンボル
化にも守られず、新しい視覚世界を創造する画家となった。その視覚世界では、あらゆるイメージは完全な流動の中に解消され、海岸線に向かって広がっては離れ く海 波、明るく色づいた石の間のここかしこで砕 る波、それが引 た跡に、まだしなやかだが千切れた
植フローラ
物
を運んでくる波のように、自己破
壊的ある は自己創造的な動きが永遠に繰 返さ 、あるいは再形成されている。だが、どんな言葉も、イメージ 無い純粋抽象の原初世界であるこれらの絵画 内容を喚起することなどできない。 そのためにポロックは、 慣習的な絵筆での制作 捨てキャンヴァスを地面の上 平らに広げて、その上に、缶からただ絵具を注いだのである。こうして彼は、彼の信奉者の一人であるアラン・カプロウが「いわゆ ドリッピング（滴 せ） 、スラッシング（打ちつけ） 、スクイージング（絞り出 ） 、ドービング（なすりつけ）の『ダンス』…」
(
６
)と記述したような、 「描
くという
行アクト
為
」を重視する新しい一派の創始者となったのだっ
た。彼はこの時、半意識的なだけの、深いインスピレーションの源泉から描いていた、あるいはこう言おう、
行アクト
為
していた、
という印象を私は持っている。しかし、まるで 呪術的精神性に基づく儀式的なダンスをしてい かのよ に つまり、あるプリミティヴなシャーマンやプログレッシヴ・ジャズのコンポーザーにも見られるよう 、本質的トランス状態に身を任せているかのように、適正 リズムの流動性と一貫性を保たなければ、これは絵画ではなく、滅茶苦茶な結果になりう のだということを、彼は、明らかに誰よりもよく知っていた。
　この絵画の形式は、逆説的になるが、非
- 形式という形式で
ある。カプロウ こ 語る。 「
･･･
人は、ポロックの絵に、ど
こか一箇所から入 わけに いかない。
･･･
どこをとってもあ
らゆる場所であり 人 ど からでも、いつでも、ちょっと入ったり出たりできる。
･･･
このことから、彼の芸術は、永遠に続
くという印象を人に与えると言われることにな のだが 当のところは
･･･
連続性の経験と引き換えに、矩形の領域の境界
が無視され のだ
･･･
絶え間なく変化する二、 三の要素は、非
常に緊張感のある相互作用をもつ、 いう原理を採用しており、･･･
こうして創造された空間は、そのようなものだと
はっきり0
とは分からない。人は、なんだか蜘蛛の巣に絡まった気 なるかもしれないし、線 飛び散りのもつれに入ったり出たりと動くことで、 ある種の空間の拡張を経験す もしれない。 し したとえそう あっても この空間 、空間
- 解読的なキュビス
トの作品が提供するほんの数インチの空間よりも、はるかに曖

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昧な
引0
喩である。
･･･
ポロックは、一五、 一六世紀の深い絵画空
間から、キュビストがコラージュで構築する空間へと移行してきた漸進的傾向の最終結果なのである。この場合には、 『絵』とはあまりにかけ離れたので、キャンヴァスはもはや
評レファランス・ポイント
価基準
で
はない
･･･
古代ギリシアまで遡る画家たちの伝統との絶縁であ
る。
･･･
ポロックは、この伝統を破壊したも同然だが、それは、
私たちが知っている近い過去 も よりも
･･･
もっと、芸術が
実際には儀式や魔術に含みこま ていた時点にま 遡 ものかもしれない。もしそうなら、それは非常に重要な段階 り、この優れた方法が、我々の生を僅かでも芸術へと引き戻したいという人々の訴えに解決を提供して る
･･･ 。 」
（７）
  心理学的観点から見れば、この無意識の傾向は、もしもそれ
が有意味な宗教的儀式 根ざ たものでなけ ば、一個人 心理的にそれに従うだけの根拠を持 ないだろう。無意識 力 、あまりにあからさまに喚起され、不可避的に芸術家の人間的な統合を脅かすので、そ 芸術家は、それに晒されて、文字通り自分自身の創造の波に溺れてしまうだろう。明らか これが、最終的にポロック 起こったことだろう。彼 、最晩年には実際に絵画を放棄してしまい、カプロウの説明によれば、ぶ 返した昔の病気 徐々に飲み込まれていった。この最後の数年ポロックは自分のスタイルを変えようとし、シンボリックな要素を再び形にして描き始めようとさえしていたのを、私たちは知っている
（８／参考図版９）
。これは、セラピーの観点から見れば、
正しい動向であっただろう。意味深いフォルムの世界に戻ることによって、無意識の根源的レベルへの下降 安定が保 れ、
それが、健全さを保つため、また、芸術を発展させるためになったに違いない。しかし、彼に少なくとも「最高潮で死んで」欲しいと願う芸術狂信者たちや、彼の後継者らによって、もっと同じような作品の制作をと熱狂的 要求されるせいで、この芸術家が、自分の流体的スタイルを放棄したり変えたりすることは特に難しかったであろうと思われる。実際には、芸術家が必死で自らを救済しようとして るか、さもなくば、自分の狂気と何とかつきあって こうとしている もしれない もかかわらず、今日の芸術的趣味が、しばしばどんな伝統 基準からも遠のいて、その芸 ととも 無意識 なものの中に嬉々として溺れてしまうのは、そのせ である。
　もしもポロックが独りでそっとしておいてもらえていたなら、
あるいはこう言おうか、彼の次のスタイルをそ 中で発展 せるのに
相応しい
隠コンテナ
れ処
を
見つけていたなら、彼の初期の心理学
的ドローイングの中で私が見た、あの回復中のシンボリズムのような作品を、彼はもっと描いていたかもしれない 私は考えたい。それが彼自身にも彼の後継者たち も、フォ ムの価値に関する新しい意味をもたらしえただろうし、私たちには、意識的な秩序の新しいフォルムが最後には こから現れるなければ、それ自体を目的とし 無意識的であることになど価値はないのだ、と ことを思 出させるよすが なったこだろう
（９）
。私たちには、彼が発展させたであろうものを知るこ
とはできない。彼のキャパ
シティを考えれば、彼が実際に成し
遂げたもので、 おそらく十分だ。 うの 、 彼は、 ピカソ、 デュシャン、シュルレアリストたちという偉大な伝統の中に位置づ
100
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けられる、アメリカの傑出した前衛画家になったからである。彼は、二〇世紀以前の芸術の精緻になりすぎたフォルムに対する、最も効果的な解決の一つを提供したわけだが、その種の解決が最初に最も強烈に現れたのがゴッホ おいてであり、おそらくその最終の表われがポロックなのである。文化的 そうであるのと同じくらい芸術的 も、本当に新しいフォルムの出現を見ていると思えるには、まだ早すぎるかも れず、それゆえ、この時代の病癖 治癒するまで群集の目にさらされないよう守られつつ、患者の個人的な実験が先行するよりほかないのかもしれない。
　選択の自由は無限ではないので、 ポロックのセラピー的ドロー
イングに予示されていたような、普遍的メッセージを伴った古いフォルムが戻って来る。そ 一つとして私は直立したデザインについてすでに語った。宗教の歴史
（
10）
には、非常に重要な
人間の諸活動の多くがそのまわりを回転する宇宙の軸線の例が非常に多いことが分かる。アランタ族 聖 柱は、現代のその部族の構成員を、最初 その柱に登 空へ 消えていったという神話的祖先 結び付けている。エリアーデは、これを次のように解釈している
（
11）。 「というのも、柱が折れることは
…
破
滅であり、いわば世界 終焉 混沌への逆戻りで から
･･･
人間存在は、空とのこの永遠の交流のおかげでのみ可能に 。･･･
生は、超越者へと開かれることなくしては可能ではないの
である。 」コスモスとカオスとの相違に関す この原初的な概念は、私たちと、かつて考えていたほどかけ離れ はいないということに、私たちは気づきつつある。人間の世俗的意識 反対
物としての聖なる意識の探究の中で、宇宙の柱は、山、木、蔓、梯子、教会の尖塔、メイポール、トーテムポール、大黒柱といったように、歴史を通じて様々に再現されてきたが、基本的には、人間自身の脊柱によってシンボル化される。
　マンダラのような模様もまた、古代の人間が、自らの生に意
味を与える、中心化されたデザインを造ろうと試みたことにまで遡れるかもしれない。それは、最初期の墓や寺院や都市の基本構造であり、ま 一方で ナバホ族の砂絵の治癒的デザインにおいては心的エネルギー 変容体とし また、インドのマントラや多くの地域の部族のダンスの中では、宗教的感情を結集するものとして用いられる。
　もちろん、私たちは、心的なものがどのように現れ、どのよ
うに機能 のかを、宗教の歴史から必ずしも学ばねばならぬわけではなく、もし、そうしたイメージに関してあまりにも歴史的に考える傾向にあれば 私たちの祖先がそれから私 ちを解放しようとしてあんな 苦心 た、古臭い神聖性へ 逆戻しかねない。現代の芸術家たちは 時代 超 たフォルムに関する生きた歴史家 あり、彼らはこの傾向を修正す ことができ、神聖なシンボルを、 「昔に」で な 現代にお て、また同時代の感情のレベルで、私たちにそれらを開示 つつ再発見できるのであり、それは、非常 荘厳な古代博物館で展示すべきどんなものよりも、しば ば、より説得力をもっ いる。グリーンバーグによれば
（
12）、今日の文化一般の面では、独自の価値
が「それを評価するのに必要な、超然 た瞑想のうちにある」ポロックのよう 抽象芸術から、私たちは始め ければなら
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いようである。瞑想という語がすでに、来たるべき宗教的儀式への参加の覚悟を示唆している。
　クレーの絵画は、単に無関係なものを連ねているのではなく、
また分裂病質傾向を示すようなシンボリックな要素でもない。しばしば、 （活字体の文字や矢印と った）シンボリックな要素の一つが、他の要素に対してコントロールする効果を発揮す 。これは、健全で健康な厄除けの魔術であり、それに相応しい「原始的」スタイルで描かれている。私の友人のコレクションの中には、私がポロックの心理学的ドローイング 中に見たよりも、ずっと強い
求
セントロヴァージョン
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に向かう傾向を示すクレーの作品がある。
そこでの中心のエレメントは、宇宙の中心 定義する道を開こうとする、あの洞察的探求を示唆しており、それは、非常に効果的な仕方 、目を中へと導き、そ 後、外へと向かわせ 不規則な動く渦巻き線によってアプローチされて る。これは、無限の迷宮のシンボルであるが、しかし間違いなく、二〇世紀初期に左右非対称デザイン ファッショ に合わせた変化でもある。それゆえ、この芸術家は、現代 観客 現代のドレスを着て、新たに着飾った古代のシンボルを見ることを保証しいるのである。
　それゆえ私は、私が独断的に示したタイプのデザインを、現
代の芸術家は採用しようとすべきだなどと、決して主張 ているのではない。このことは、ただ自然発生的 起こりうるのであり、最良の芸術たちが自らの作品に内的ヴィジョ とともにもたらす、あ 無私無欲 個人性ゆえに起 りう る。それが、新しい芸術的
- 心理学的な枠の中で絵を描いているで
あろうポロック以後の特定の画家たち
（
13）
の作品に、これが起
こるのを見ることができるという希望を与えてくれる、もしくは起こると約束してくれているのであり、もちろん、幾人かの芸術家はすでに、 人間の最初 文化形成の経験に起源をもつフォルムを再定義しつつ また自分自身の中心がその中にあることを見いだしつつ、伝統的なフォルムから自由になろうと努める中で、常にこれを行ってきたのである。おそらく、今世紀の芸術家たちは、私たちが現代生活の混乱を受け入れることができるように、 私たちの時代の病いを私たちに熟知させよ と骨折っていた点で、また そ 混乱をもっと良いも に変えようと思うより前に、最初に旧石器時代の人々が彼らのキャンヴァスある洞窟の壁を、神聖な動物と、人間精神の抽象とで覆い始めたとき以来、芸術家が 風変わりで意外な方法で常に発見したような、治癒力 あるシンボルを、私たち自身の中に探している点で、時には芸術家ではない私 ちよりも少しばかり健全であった。個人的ドローイング
　私は、極度の興奮の痕跡のあるスライド（１）と、生命力の
麻痺もしくはひきこもりの痕跡をもつスライド（２）とにおいて表されたような、解消すべき根本的問題に関してす 述べた。スライド（３）は、 内向の病理学 フォルムの絵である（註４を参照のこと） 。
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　苦悩に満ちていたり、寸断されていたり、痛めつけられた状
態で、人物像と動物を再現する時期が長らく続き、それに続いて、ポロックがセラピーの間に制作したドローイングに、新たな発達が訪れた。彼はしばしば精神分裂病の解離に近い状態になったものだが これは、単なるそれではなかった。私には部族社会の中で儀式的に誘発され のと同様の心 状態、つまりシャーマンのようなトランス状態に匹敵 ものに思えた。
　この観点に立つと、その患者は、部族的な通過儀礼の儀式に
おける修行者と同じ状態にあったように思える。その儀式では、
少年から男に変わることを目標とする苦行の始まりの時に、彼は儀式的に寸断され のである。
　こうした傾向の一例として、解離状態に陥ってはいるが、相
対的な制御という新しいエレメントを示すものが、この時期に私が受け取った完成した絵画の中に見られる
（スライド（４） ） 。
四体の像が、 うち三体は人物像で一体は動物だが、 暴力的な動き、あるいは歪曲状態にあるのが分かるが、しかし、絵の上部の十字架と赤い円形の部位が、新たな二つの秩序化のシンボル 現われを示唆している。
　この時期の心理学的ドローイングは、秩序化のシンボルが、
スライド（４）　
＜磔刑＞
(心理学的ドローイング)
1939-40 年
紙にグワッシュ、
54.6 × 39.4cm
Gagosian Gallery, 
New York.
(Raisonné: Ⅳ -940 / 
Wysuph:1)
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スライド（２）　[ 未確定 ]
無題（心理学的ドローイング）
1939-40 年
紙にクレヨンと色鉛筆、
31.7 × 47.3cm
個人蔵 (Mr. and Mrs. David 
Brillembourg, New York)
(Raisonné: Ⅲ -554 / Wysuph:64)
スライド（１）　[ 未確定 ]
無題（心理学的ドローイング）
1939-40 年
紙にクレヨンと色鉛筆、
38.1 × 27.9cm
メニル・コレクション、
ヒューストン
(Raisonné: Ⅲ -542 / 
スライド（３）
無題（心理学的ドローイング）
1939-40 年
紙にクレヨン、色鉛筆、インク、
インク消し
35.5 × 27.9cm
個人蔵 (Janina Galler, M.D., 
Massachusetts.)
(Raisonné: Ⅲ -531 / 
Wysuph:10)
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を理解できる患者の能力を示しており、そしてそれは、彼が過去にしばしば陥ったようには、もう、世界の怪物のあごの中に落ちることがないと憶測できるほどであった。中央の柱の両側に、 土のような自然色（緑、 茶、 黄色）の二本の巨大な脚があるが、これは、精神的崩壊によってひどく損なわれ い 彼の現実機能が、新たに強化されたことを表しているのかもしれない。以前の、気を滅入らせるイメージを伴った無意識的なものを表す怪物的キャラクターは、今や、地下世界へ 扉口 守護者としての、治癒的な先祖の蛇になっている。
　以上述べたところでは、全てが好ましいように思えるが、し
かしドローイングの上部 今なお存続 ている分裂と、おそらくは、彼の生活のうち 上層 人間 な私的レベルにおけ愛情喪失の状態を示している。無表情でまったく図示的な女性の胴体のほうへ伸ばされている 部 痛ましい両腕は、解決されずに残されている、そ おそらく解決しえぬ問題、 （全てを与える母へ 望みのない希求）
（訳註２）
を表しているにちがいな
い。彼は、幼児期に孤立化と過度の情緒的な欠損に悩んでおりこれがまだ十分には補償されていなかった である。彼 後の結婚と私的な人間関係の中で、この必要性が満たされ かどうかは憶測するしかない。彼 没年 最後 悲劇を思えば、その根本的な分裂が本当に治癒されたのかどうか、私は疑わしいと思う。図示的な女性の胴体 両側に、片側には雄牛 、もう片側には馬のラフ・スケッチがあ が、それらは、意識的で成熟したレベルでの人格の統合がもたらされることを必要としている、本能的な要素を表して の もしれない。そ ゆえ 統
秩序化の力をいかに十全に発揮するかを示している。スライド（５）では、垂直の特性が非常に強調されたデザインになっている。それと同時に、男性と女性の性的要素の結合を表すように見える、中心性が強いデザインを含んでいる。地面から立っている太いポールの根元の周囲には、緩くとぐろを巻いた大蛇が横たわっている。ポール 頂点は、矩形の背景に四枚の葉のような付属物のついた小枝を内包した、中央の卵型のエリアの中で終わっている。様々なものに見える三日月型 線は、解剖学的な組織とシンボリックな抽象と 、ある種の混交で、幅広の器か、三日月か、骨盤かを示唆している。だが 中央 エリア全体のデザインは、調和 取れ 全体の中へと、対立するエレメントが持ち込まれたと う印象を伝えている。
　中央にある、植物のシンボルを含む卵型のエリアは、心的成
長もしくは発達の原理が、ポールの中心的意味であ ことを示唆しており、それゆえ ポールは単な 性的シンボルではなく（全く違うとは言えないが） 、世アクシス・ムンディ
0
界軸
00
の原初的コンセプト
を表しているのである。世界軸とは、部族のアイデンティティ強化のために立つ のであり、類比的には、患者が獲得したいと望んでいる新しい自エゴ
我
の強さである。大地から
上方に向かうポールはまた、下から上へと自分の心的生命
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スライド（５）
無題（心理学的ドローイング）1939-40 年
紙にクレヨンと色鉛筆、31.1 × 47.6cm
個人蔵 (Phyllis and David Adelson, 
Massachusetts.)
(Raisonné: Ⅲ -555 / Wysuph:57)
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合は、この絵が示す限りでは、蛇と植物のシンボルで表現された無意識的あるいは半意識的なレベルにおいてのみ起こったのである。
　ほぼ同時期のスライド（６）には、ひとつの丸いデザインが
見える。中央に 矩形があり、それは、より小さな、赤、緑、青、黄色の四つの矩形 分割されている。最も内部中央 は、各肢に同じ腕がついた十字を含む円がある。これ もうひとつ交差する二本の線に続いており、うち一本は、片方の端には丸反対の端には先の尖っ 物のついた 矢の形である。そ 矢直交する二本目の線は、片方の先に三本 横木 反対の先に三日月型の物がついている。これら二本の線は、 男性的（先の尖った、あるいは直線的）エレメントと女性的（曲線的、あるいは丸い）エレメントとの複雑な相互作用を示唆してい 。そのデザイン全体は、同じ基本色で塗られた四つ 胚のようなフォルムの動きによって、 ダイナミックに描き出され それらは、やはり赤、緑、青、黄色に塗られた、羽 ようなデリケート線が散在する四つの四分円を直 で区切って示さ ている。
　
これは、
マンダラ0
のポロックのバージョンであり、多くの、いわ
ゆる現代のマンダラとも「
ママンダロイド
ンダラ状
」のデザインとも似ていない。
それは、 大乗仏教において見られるマントラに関す 、 こ 種 フォルム（参考図版
4）
の本質的な要素を明らかに有している。四つ
の基本要素（ここでは色彩）の間で 相互作用のうち 外から中を眺めると、 活動している三重の円球がある。 一番外の円は、庭もしくは自然の場所を囲んでおり その中には 普通は四つの門で出入りする四色で構成された矩形の中庭が り、最も中
心に近い内側には、円、 ある は十字形、あるいは、非常にしばしば男女のエレメントの結合によって表現される対立物同士のなんらかの結合がある。スライド（５）のドローイングと同様、心的な健康と健全の状態を表現する統合的なデザインが存在する である。この秩序あるデザインが、どの程度、画家の生と仕事に秩序をもたらす助けになったのか、私たちには決して知るすべは無いもの 、推測はできる。それ無意識から大いに機能したのであって、彼自身について 、真に意識的な認識に向かう道を供給しはしなかったろう、と私は確信している。しかしながら 結果的に非常に創造的で生産的な時期がおとずれ、そこから彼は 元の病気の退行的で精神崩壊を引き起こす性質を乗り越えることができた、ということから、彼にもたらされ 再統合の大いさは明らかである。
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スライド（６）　
無題（心理学的ドローイング）1939-40
年
紙に鉛筆と色鉛筆、38.1 × 27.9cm
個人蔵 ( 詳細不明 )
(Raisonné: Ⅲ -537r/Wysuph:30)
参考図版 4
宇宙の軸として方形に分割された円。
チベット仏教の天井のマンダラ
( ペリーの著書の中の挿図 )
John Weir Perry, M. D., 
The Self in Psychotic Process: 
Its Symbolization in Schizophrenia, 
University of California Press, 
1953, p.93, Plate Ⅰ .
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　ポロックの心理学的発達を示すために私が選んだドローイン
グは、私のコレクションの中の他の作品に比べて、芸術的にはあまり面白くないかもしれない。他の作品では、彼はあらゆる種類のデザインを用いて、自由な実験をしているように思える。強い色彩の組み合わせに主に関心を寄せたものあるし フォルムをマスターしようという試みを示しているも もある。また一方で、第三 ループは、蜘蛛の糸のような繊細な線のドローイングに専念している に見え、それは、ポロック自身がそう呼んでいたように思うのだが、 「
いドゥール
たずら書き
」と呼べるかも
しれない。人は、これらを、心理学的にも芸術学的にも取るに足りないものとして簡単 片付けてしまうかもしれないが、それらのうちの何点か とりわけ直立パターンと
ママンダロイド
ンダラ状
の
パターンのさらなる例証を提供するという点で、両方の観点から興味深い、と私は思う。そこで、私は そんな一枚を、このシリーズの中に、スライド（７） し 含め 。
　ページ全体が、奇妙な形の鉛筆スケッチで覆われており、自
由なフォルムの抽象もあれば、人物像もあり、動物や人の仮面をつけた頭部もある。しかし、ページの上四分の三の中央は、頚骨も足の骨も無く、最上部に非常に大きな人間の顔 ある、赤いクレヨンで描
かれた、不完全な巨大な人骨で占められている。脊柱は直線で示され、それを取り巻くくねくね曲がった線を伴っている。人物像全体は、その歪曲にもかかわらず優美に描かれており、生き生きした動きの効果が生み出されている。この例では、直立のデザインは、死んだ人間のシンボルが、正中面 おける蛇のような動きに従がって、生命を得つつあることを示唆し中央の直立のデザインの下にある
ママンダロイド
ンダラ状
のエレメントも、
前のものと比べれば識別しづらいものの、前よりずっと 雅であり、より曖昧だが感じ良く、他の明と暗のエリアとも組み合わせつつ、赤、緑、青、黄色の四色を組み合わせてい 。
　ページ全体は、ある種の巧まないカリグラフィのような印象
を伝えており、私は これを ポロックのこの時期 スタイが常に、他のドローイングに見ら るような暴力的で苦悩の情動であるといった印象を正すために示したいと思う。直立的デザインとマンダラ状のデザ 二つ この芸術家 とって特別な価値をもつことを強調するよう このページで唯一、着色されているということに目 向けると、それも興味深い
　関心を持って眺めれば、私のコレクションの他 ドローイン
グの中には、これと同様 死んだ、あ いは硬直した、あるいは打ちひしがれたフォルムが命を得ようとしているものがさらに沢山あることに気づくだろ 。 このテーマ 、 心理学的に彼がこの時期に、 再生 到ろう する 元型的 メージ よって、何らかの変容を受け入 つつあった う事実を例示している。
　このことで、私は、分析心理セラピーにおけるポロックの治
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スライド（７）　
無題
（心理学的ドローイング）1939-40 年
紙に鉛筆と色鉛筆、35.5 × 27.9cm
個人蔵 (Phyllis and 
David Adelson, Massachusetts.) 
(Raisonné: Ⅲ - 527/Wysuph:36)
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療の重要な局面へと向かうことになる。最近、これらのドローイングを心理分析家のあるグループに提示して、私は、こう質問した。 「あなたが彼 セラピストだったら、あなたへの彼の転移はどんな性質だろうか。 」私は、 資料自体に語らせるためにも、このことを考えないようにしていたのだが、しかし、良かれと思ってのことだったにせよ、私は、来歴の一部を放念しており、「転移」という語が示すような専門用語に関わらずとも、 それが、おそらくは資料についての私の表象を貧困なものにしているのだ、と分かった。そこで、先 問いに対 、 こう答えた。私は、彼の年上の女友達（ヘレン・マロット）と 彼 転移を分かち持ったのだ、と れに関して、ここでもう少し語りたいと思う。
　私はミス・マロットに会ったことはなかったが、しかし、こ
の芸術家が、とりわけ深く飲酒していた時期には、適切 ケアされていたかどうかについて質問するため 、私はしばしば彼女と電話で話しをした 私たちは決まっ 、頻発する彼 現実への注意欠落は、彼のそば 住み彼とスタジオをシェアしていた兄（サンフォード・ポロック
)
によって見事に補填されてい
たことに気づいた。もし 兄が彼の現実機能 多く 担っいるとすれば、彼は、感情のやり を必要として彼 女友達に頼り、また一方で、自分の生と芸術 関するもっと理性的で客観的な観点への到達にむけて、
—
—
自エゴ・コンシャスネス
我
- 意識
と
（訳註３）
—
—
自分の思考機能を構築する助けを、主 して 頼っ いるだということが、時がたつにつれて明らかになった。彼自身の非常に発達した直観の機能は、誰から 助けも必要 しなかっ
たが、署名入りの絵画、スライド（４）において十字架を背景に腕を広げ伸ばしている最上部の黄色い人物像で表現されていると私が考えているような、孤立化という磔刑のような感覚からは、時々救済され 必要が確かにあった。
　これらの機能は、彼の
二ダブル・トランスファレンス
重の転移
への彼の反応において、
自エゴ・ストラクチャー
我
- 構築
の、より永続性のある感覚を形成すべく再統合され
つつあったのだが、それに加えて、私の思う 、ミス・マロットと私の両者は、この移行期のうちのある期間は、代理の母親像と父親像だ であり、彼はとても喜んでいて私たちに満足しており、彼は自分で感じたり たりする必要がなかったように見えた。しかしながら この快適な状態は、彼自身の内部から起こった、強い情動とインスピレーション エレメントによって終局をむかえた。ある日 彼 の友人が私に電話でこう言った。 「ヘンダーソン先生、私はジャクソン・ポロックに昨晩会ったのですが、彼は 自分自身 自分 絵画につい 、すごい剣幕で、しかし魅惑的に 何時間も語りまし 。私には分からないですが 天才 私たちの手中にあるかもしれないと思えました。 」私は、 この可能性を最小限に捉えたいと思っ 。というのも、私が彼の資料の中 、非常に病理学的な要因が気がかりだったからだ。し し、私は彼女に礼を言い 彼女や私が彼のキャリアで彼を助けうる何らかの実践的な方法 ついて彼女と話し合うことに同意し 。そのほんの一週間ほど後に、ポロックは、彼女が全く突然に死ん しまっ 告げた。
　この喪失の結果、外的徴候としてのアルコールの暴飲を伴っ
10
翻訳論文
た、かつての問題のいくつかに、彼は再び追いやられてしまった。しかしながら、これは、そうした特別な友人のために正当化されるような真 壮麗な
喪ウ
のエ
儀イク
式
という程にまで、完全に退
行的だというわけではなかった。ポロックはこのことについて自ら冗談を言い 私は、彼の心的健康に残存するようなどんなダメージもなく、彼はこの時期 ら脱するだろうと思った。それから程なくして、私は四ヶ月後にはニューヨークを離れ、そのときには別の分析家に を回さなければ らない、と彼に告げなけ ばなら かった。 、このことが、彼を別の退行的な位相へ 投げ込む ではな か と非常 恐れ のだったが、私の知るかぎりでは、彼はそうはならなかった。こ とき は、彼はもう私の元にドローイングを持ってこ く っており、それゆえ、私たちの関心は、そこから先 進んで、無意識のイメージよりむしろ、彼 私的で意識的な問題に立ち入っていた。
　三〇年後の今になって、私たちのセラピー上の関係のこの終
焉について考えると による彼の治療 最初の一年に 私が彼の私的諸問題を見いだし、研究し、分析する労 殆ど取らなかったことに気づいて、 は驚いている。特に、彼の全人生かかわるほどの問題として残っていた、彼のアルコール依存症を、なぜ私が治療しようとは思わ かったのか非常に不思議だその理由は、 無意識的ドローイングが、 を強烈に、彼の創造する元型的資料への逆転移の状態に至らしめたからだ と私は結論を下してい 。それゆえ、私 彼がそれを創造するよう動機づけられたのと同じくら 不可避的 、このシンボリズムの動向に、否応なく従わざるをえなかったのである。あ
当時は、うわべの人間的な諸問題は、このプロセスにとっては二の次にせざるをえなかったのだ。
　この正統とはいえない類の分析を正当化できるとすれば、私
の思うに、これが、彼が個人としての芸術的方向性を見いだし始めた時期であった という事実によってのみ是認されるだろう。それゆえ、私のすべきことは、彼の苦悩する
自エゴ
我
を救済し
たり再形成したりすることよりもむしろ、彼の中にあるこの個人としての
特クォリティ
質
の繁栄を促進することだった。とはいえ、それ
は私が彼に私的な感情を持っていなかったという意味ではない。逆に、私は彼を大変好きだったし、この難しい時期 間、彼を支えたいと、とても思っていた。
　しかしながら、本当に大いなる才能の存在 、その担い手に
実に多大な要求をするので、私は明らかに、こうしたまさに非私的な事に挑発されてしまったに違いない 私のコレクションの中の一枚のドローイング 、他 ど よ もこ とを表ているように思える（スライド（８） ） 。背中を下にして横たわっ 蛇は、一種の道であり、画家 精神 崩壊よる、彼の私的な本能的生の抑鬱性の特徴を表す意気消沈した馬によって踏まれている。蛇は、しばしば無意識的なものの道のシンボル あるが、私たちに 彼がそれを自分
10
スライド（８）
無題（心理学的ドローイング）
1939-40 年
紙に色鉛筆、30.2 × 45.7cm
The Estabrook Foundation, 
Massachusetts
(Raisonné: Ⅲ - 550 / Wysuph:59)
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の道程として採択したことが分かる。馬は、より一般的には、意識的な類のもののシンボルであり、それ 無意識との関係においてうまく機能している場合には、人間の騎手を目的地へと運ぶものであろう。 この絵では、 意識的な人間の騎手はおらず、馬の上方に、悪魔的で超人的な、二つの頭をもつ人物像が飛んでおり、鉄のような手は、地面 上から、自分の前方に火を撒いている。
　私は、ポロックにとってこのドローイングが何を意味するの
か全く分からなかったのだが、それは、ナチとファシズムの動向とスペイン市民戦争の悲劇に関する凶悪な結果を表しているのだと私は考え それ 関して、ピカソと同様に、この時期、彼は非常に神経質に反応して たからだ。この意味において、空中浮遊する人物像は、人間と動物の生命を破滅させようと脅かす戦争の神の一種 あろう。彼 本能的な動物的性質は、彼の天才性によって受け継がれ 創造へと導くのと同じくらい破壊へも導くであろうような道に、従うことを余儀 されるわけだが、そのことへのポロックの恐れ 、 か またそれを喜んで受け入れることとに関わ 、もっと漠然と元型的なものを、この絵は表現しているのだと、今 私は考えている。それならば、火を撒く人物像は 恐怖の像であるの 同じくらいに、プロメテウス的な者である かもしれな 。
　まさにジャクソン
･
ポロックのような現代の芸術家にとって
の、このシンボリズムを裏付ける顕著な証拠は、すで 先にも挙げた、アニエラ
･
ヤッフェのモダン
･
アートに関する研究の、
あるパラグラフの中に見いだされる。彼女は、無意識的なもの
の「暗い」局面について、 「ふたとおりの姿をとってあらわれるのだ。つまり、肯定的な意味では、それは、人間や物や世界に創造的な生命を吹き込む『自然の精神』として現われる。
･･･
錬金術者たちは、この精神を『マーキュリーの精神』として表わし、またいみじくも、メルクリウス・デュプレクス（ふたつの顔を持つ、二重 マーキュリー）と呼んだのであった。キリスト教の用語では、この精神は悪魔と呼ばれる。けれども、こんなことは殆どあり得ないと思われるかもしれないが 悪魔もやはり二重の面を持って る だ。つまり、肯定的な意味では、悪魔は、ルシファー
―
―
文字どおり、明かりをもたらすもの
―
―
としてあらわれる」 （
p.267
／邦訳、一九八頁
) 。
 したがって、
このふたつの顔を持つ火 撒く化け物は、後年に、その創造かつ破壊的力で、芸術家にインスピレーションを与え また、打ちのめしてしてしまう にもなる何ものかの前触 である、と私は考えたいと思う。彼の仕事 、あ 意味、これらのエレメントを統合することであったし、私 思うに、彼 絵画のうちで最高に成功し ものにおいては、暴力性と優美さとの驚くべき調和を成し遂げること
―
―
それに、彼が到達したのを見て
取れるの ある。註（１）
B
ryan R
obertson, Jackson P
ollock, N
ew
 York, 1960,  この中の一三七頁、
図版一〇九番〈人物像（一九三四年頃） 〉 （参考図版１） 、 図版一一四番〈ドローイング〉 （参考図版２）を見よ。 　
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John Perry M
.D
., T
he Self in P
sychotic P
rocess, U
niversity of C
alifornia 
P
ress, 1955.
（３）参考図版４（本文一〇五頁に掲載）を見よ。（４）スライド（１）と（２） （本文一〇三頁に掲載）を参照のこと。 （１）は、
興奮、葛藤、解離の状態を現している。 （２）は、あたかも以前の動的な放縦の状態をコントロールしようとするかのように 彼がドローイングで描く元型イメージの、 静的で陰気で不気味なタイプを現している（それと似たものが伝記の八五ページの一番右［参考図版
6］にも掲載され
ている） 。
　　　
精神病の脅威は、
B
ryan R
obertson, Jackson P
ollock, N
ew
 York, A
bram
s,
　　　
1960. この本の図版四九の〈戦争（一九四七年） 〉 （参考図版
7）など、
後の絵画の中に現れている。八七頁、図版四七番の〈ドローイング〉 （参考図版
8）も、 そうである。また、 スライド（３） （本文一〇三頁に掲載）
にも現れている。あらゆるエネルギーは、上位の、つまり「意識的な」領域から描かれているように思える。それは、生気がなく無表情で苦悩しているように見える。生の力、心理的エネルギーは、大きな蛇によって表されており、それは無意識的なものを象徴し、また人物像が完全に、また依存するよう それに密着している（だがまた、私の生徒の一人が指摘 たように、 物がもた
110
参考図版 2
＜無題（ドローイング）＞ 
1943 年
着色された紙のコラージュ、
インク、色鉛筆、水彩、
39.4 × 34.6cm、
ロサンゼルス現代美術館。
参考図版 6  [ 未確定 ]
無題（心理学的ドローイング）
1939-40 年
紙に鉛筆、色鉛筆、クレヨン、
インク、35.5 × 27.9cm
所蔵先不明　
(Raisonné: Ⅲ -530 / 
Wysuph:11)
F. V. O’Connor(ed.), 
Jackson Pollock, 1967, p.85.
参考図版 7
＜戦争＞ 1944-46 年頃 *
紙にペン、インク、色鉛筆、
52.7 × 66 cm
メトロポリタン美術館、
ニューヨーク
(* 日付は「1947」と入っている )
参考図版１
＜無題（人物像）＞
1938-41 年 *
紙に鉛筆と色鉛筆、
35.6 × 27.9 cm、
ニューヨーク近代美術館。
(*Robertson の図版では年代が
「c.1934」となっていた。)
（
2）
（
5）
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れて安らいでいるようでもある／訳註４） 。
　　
 A
llan K
aprow
, 
‘T
he L
egacy of Jackson Pollock, ” A
rt N
ew
s, N
ew
 York, 
O
ctober, 1958.
（７）ポロック自身この事実を十分知っており、こう述べている。 「私は、彼
ら（ヨーロッパの現代人）の、芸術の源泉は無意識であるというコンセプトに、とりわけ感銘を受ける」 （
ibid., p.193.) 。
（８）図版一七番〈イースターとトーテム
(
一九五三年） 〉 （参考図版
9）を参
照のこと（
B
ryan R
obertson, Jackson P
ollock, p.29. ） 。
ここでは直立した要
素が非常に強調されており、そのタイトルは、治癒的な心的再統合の試みに特徴的であるような、再生に結び
つく
求
セントロヴァージョン
心化
の類を示唆している。
（９）ヤッフェが表しているとおり（註
10を見よ） 、 「意識とのある種の
相互0
作用0
をとおしてのみ、無意識はその価値を証明できる」 、そして「無意
識がどれくらいの価値を持ちうるか、その鍵を握っているのは意識であり、だからこそ、決定的な役割を果たすのは意識のほうなのだ」 （
C
. G
. 
Jung, M
an and Sym
bols, D
oubleday, 1964. p.257. ／邦訳、Ｃ・Ｇ・ユング
『人間と象徴（下） 』河合隼雄監訳、河出書房新社、一七九
‐
一八〇頁
) 。
 
この本の中に、ユング心理学の観点から見た、ポロックのアクション・ペインティングとその意味深さに いての、ヤッフェの説得力ある説明がある。一読されることをお薦めする
(pp.264-5. ／邦訳、一九一頁
) 。
（
10）ヤッフェは、マティス、シャガール、その他の芸術において、宗教的な
伝統的教会やシナゴーグにモダン
･
アートを利用することの重要性を指
摘している。
（
11）
M
ircea E
liade, T
he Sacred and the P
rofane, H
arcourt B
race, 1959. （邦訳、
ミルチャ・エリアーデ『聖と俗
―
宗教的なるものの本質について』風間
敏夫訳、法政大学出版局、一九六九年） 。
（
12）
C
lem
ent G
reenberg, 
“T
he C
ase for A
bstract A
rt, ” Saturday E
vening P
ost, 
A
ugust 1, 1958. 
（
13）アンリ（
･
カルティエ
･
ブレッソン） 、 （ジャン・）リュルサ、 （アルフレッ
ド・）マヌシエ、 （ピエール
=
イヴ・）トレモア、 （ピエール・）スーラージュ
が、 「 （マリノ・）マリニのように絶望の世界から離れていって
･･･
生命
と全体性への指向性を示している」と、ヤッフェ いうものを示している現代画家の名前である。 （
in: M
an and H
is Sym
bols, pp.270-1. ／邦訳、 『人
間と象徴』二〇二頁。
 ただし引用箇所は図版解説であり、邦訳ではかな
り省略されている
) 。
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参考図版 8
＜ドローイング＞ 1945 年頃
紙にインク、水彩、
35.5 × 47.6 cm
ポロック - クラズナー財団
参考図版 9
＜イースターとトーテム＞ 
1953 年
キャンヴァスに油彩、
208.9 × 147.3 cm
ニューヨーク近代美術館
（
6）
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訳註（
1）
元の原稿印字の「制作における芸術創造として
(as art products in 
the m
aking) 」に取り消し線を引き、手書きで「実験的作品として
(as 
experim
ental w
ork) 」と修正されている。
（
2）
手書きで「全てを与える母への望みのない希求
(a frustrated longing for 
the all-giving m
other) 」の語が挿入されている。
（
3）
手書きで「自我
- 意識と
(ego-consciousness and) 」が、挿入されている。
　　
 この（ 　）内の部分、 「だがまた、私の生徒の一人が指摘したように、人物がもたれて安らいでいるようでもあ
(but also, as one of m
y students 
pointed out, resting.) 」は、手書きで挿入されている。 【解題】で後述す
るとおり、本原稿による研究会 の口頭発表以前に、これを、学生への講義で用いたことがうかがわれる。
解題
　　　　　　　　　　　　　　　　　
川田 　都樹子
　本訳稿は、ユング派の精神科医、ヘンダーソン（
Joseph 
L
ew
is H
enderson, 1903-2007) によって口頭発表用にタイプ印
字された原稿、
 ‘Jackson Pollock: A
 P
sychological C
om
m
entary 
(1968) ‘ （１）
の全訳である。発表は、一九六九年五月、ニューヨー
クで開催 、
A
nalytical P
sychology C
lub
で行われた
（２）
。し
かし、それ以前に数回、心理学や精神医学を専門とする学生向けの「講義」としても使用されたことが分かっている。タイプ原稿には、手書きでの修正が数か所施されており、特に内容に関わるも のみ「訳注」としてその箇所を示した
（３）
。発表形態
としてはスライド映写を伴うレクチャーだったが、原稿には、スライド番号のみで具体的作品が指示されておらず ここで本文の内容やその他 資料から、作品を特定あるいは推定して写真図版をつけた
（４）
。また、ヘンダーソンは、講演当日には、
おそらく、参考図版の写真複製も掲載したプリント資料を配布したものと思われるが、これも他の資料から類推し 「参考図版」として挙げておいた。
　さて、ヘンダーソンと言えば、ユング直弟子の一人としても
知られる、アメリカの分析心理学界 重鎮 あり、サンフラシスコのユング研究所
(C
. G
. Jung Institute) の創設者の一人と
して、一〇四歳で亡くなるまでユング派 「最長老
 (D
ean) 」と
称されてきた精神分析医であ 。 「彼の人生 ものが 分析心理学一般の歴史、殊に におけるその歴史と、密に編み合わさっている」
（５）
とも言われる通り、文字通り、アメリカ
112
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におけるユング心理学の礎を築き、その発展を支えてきた人物だといえよう。一方、ジャクソン・ポロック
(Jackson Pollock, 
1912-1956)
と言えば、後に、いわゆる「アクション・ペインティ
ング」で世界的な名声を博することになる、アメリカ抽象表現主義の最重要画家の一人であり、四〇年代後半には、床に敷いた巨大なキャンヴァスの上に顔料を直接滴らせ 「ポード絵画（ドリップ絵画） 」の手法を開拓し、第二次大戦後の現代芸術界の潮流を方向づけるこ なる大芸術家である。この、心理学界と芸術界の二大
”ビッグ・ネーム
“の邂逅は、双方のキャリア
のほぼ出発点に位置し、両者のその後の道程を決す 大き 要因となったと言えるかと思う。紙幅の都合 、その考察は別の機会に譲らねばならない
（６）
が、ここではポイントとなる事実
関係のみ確認しておこう。
　ヘンダーソンは、ネバダ州（アメリカ・インディアン部族の
多さで知られる土地である）のエルコに生まれた。乳母を務めたのはナバホ族出身 女性だった。祖父が創設した銀行を父が継ぐ裕福な家庭にあって、当初は後継者として期待されたが、生後三カ月で感染症のため片眼を失明したこともあって、彼活動的な少年期を送ることはなく、幼少期から極度に内向的性格であった め、父親も彼に夢を託すこ を諦めた いう。アメリカ東海岸のプリンストン大学でフランス文学を専攻し、一九二七年に卒業後は、当時、家 が住んでい 西海岸サンフランシスコに戻るが、時は世界的不況 さなか、父 病床 伏して銀行を退職しており、 自分は身を立て 術もない。ヘンダーソンは、 強度の精神衰弱に陥り 二九年 、 知人の勧めでチュー
リヒに赴き、ユングの診療を受け始める。治療の合間、 「夢」に関するユングのセミナーに出席するうち、自らも分析医を目指す決意を固め、ロンド で資格取得の勉学に励みつつ、医学校を卒業する三八年まで、 ユングの診療も受け続けていた。 そして、この年、帰国し開業したのである。ポロックが患者として彼を訪ねたのは、この直後のことである。ヨーロッパでの治療と勉学の期間中、ヘンダーソンの夢には、しばしばアメリカ・インディアンが登場したといい、それが 自らのアイデンティティを保証するシンボルにさえなってい 。快適なヨー パでの生活を捨ててアメリカに帰国したのは、 「内面 メリカ・インディアンに呼び戻されて」
（７）
のことだったという。しかし、家
族の住むサンフランシスコ、失意の記憶に満ち 土地に戻る勇気は持てず、 ニューヨークで 開 た だった。 おそらく、訳稿中に語られているヘ ダーソンの「逆転移」は こ こととも深く関係しているものと思わ る
（８）
。
　ポロックは、ワイオミング州コディに五人兄弟の末子として
生まれ、父親が石工・セメ ト工をはじめ職 何度も変え ため、一家は西部地域を転々としており、少年時代 は、インディアンの部族文化や神話伝説に直接触れ（カリフォルニア州）
（９）
、
古いインディアンの遺跡で幾度となく探検遊 をした（アリゾナ州）
（
10）等々という経験を持っていた。彼が画家を目指すきっ
かけは、 「家族の中で現実の支配者」
（
11）
だった母親が、息子た
ちにそれを望んだことにあり、実際、五人の息子のうち三人その道に進んで る。ポロックが母の元を離れ、兄 追う形でニューヨークに出て美術学校 入学したのは一九二九年。飲酒
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癖はその二年ほど前からすでに始まっていた。また、三四年に中学校で守衛のアルバイトをした際、そこの教師で心理学に強い関心を持つヘレン・マロット（
H
elen M
arot: 訳稿中の「代理
の母親」 ）と知り合い、このとき彼女の勧めでユングの著作に親しんだらしい。アルコール依存症は、この間にも悪化し、三七年には、兄に促されて「評判の医者で精神科医」のもとで約半年の治療を受けて る。この治療 詳細は目下不明であるが、このとき実 「
芸アート・セラピー
術治療
を受けたかもしれない」
（
12）
とも言わ
れている。 翌三八年六月から九月には、 の勧めもあ 、自ら望んでニューヨーク病院（ウエストチェスター分院）に入院し依存症の治療を受けるも捗々しく回復はせず、三九年の初頭、マロットが、その友人で当時ニューヨークのユング派コミュニティのリーダーでもあったカリー・ベイン
(C
ary B
aynes)
に
相談し、ヘンダーソンを紹介されたのであ
　ヘンダーソンによるポロックの治療期間は、一九三九年初頭
から四〇年にかけての一八ヶ月間続いた。その間に、ポロッは全部で六九枚のドローイングと一枚 グワッシュによる作品（これのみ別れ際に餞別として贈られた） 、うち一三枚は表裏両面に描かれていたので、それも合計すれば八三点の描画をヘンダーソンの元に持参したのである。治療期間中、ヘンダーソンはポロックの「無意識の中にインディア のイメージが潜在することを知り、彼に『それをかき集め 』よう促し」 、また自分が持っていたナバホ族の砂絵 イメージを彼に開示す など 、ポロックはこれに励まされて自然史博物館等々に足を運んだりもしている
（
13）。美術学校時代、あるいはそれ以前から、ピカ
ソやシケイロス、オロスコといった先達の作品に感化されていたポロック、また予めユングの著作に親しんでいたポロックに、インディアンの神話と造形という新たな要素が、こうして注入され意識化されていっ のだった。
　ところが、訳稿中にもある通り、この治療は突然、中断され
る。ヘンダーソンがニューヨークを離れ、サンフランシスコに戻ったためである。すでにポロッ は快方の兆しを見せており、作品を持参しなくなっていた。ヘンダーソンの評伝によれば、彼がこの帰郷を決意したのは、彼自身のインディアン 故郷関する内面の葛藤に 着を見たからであった いう
（
14）。これ
によって、サンフランシスコには、彼を中核とするユング派強靭なコミュニティが形成され、ま 、彼はそこで、ユ グ類型論 新たに「文化的無意識」なる概念を導入する持論 展開していくことになる。一方、ポロックは、その後治療を引き継いだユング派のヴァイオレット・ラズロウ
 (V
iolet Staub de 
L
aszlow
)
に少なくとも二年間の診療を受け、四三年秋から死ぬ
まで定期的にホメオパシーを施す医師にかかり、四八年末に移転先のイースト・ハンプトンで一般開業医に通い 五一 ・五二年にはグループ・セラピーに参加、五 年九月から二年間はバイオケミカル治療も試し、五五年夏よりサリバ 派のセラピスト、ラルフ・クライン
 (R
alph K
lein)
を受診する、というよ
うに、 症状には断続的に悩まされつつも、 自らの芸術を開花させ、その頂点を極めることになる。
　さて、五六年に飲酒運転の自動車事故でポロックが死去した
後も、作品群はヘンダーソンの手元に残されていた。ここに訳
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出した口頭発表以前には、 ヘンダーソンは自著『イニシエーションの境界
( T
hresholds of Initiation, 1967) 』において、この患者と
作品に関 て四頁半ばかりを充てているが、それ 勿論「事例七（男性・二八歳） 」という匿名の形を取っていた
（
15）。しかし、
本訳稿を発表の後、ヘンダーソンは、自身の研究費調達のために作品群を四万八千ドルで、 サンフランシスコにあるマクスウェル画廊に売却してしまう。しかも、当時画廊のキュレイターであったワイサフ
 (C
. L
. W
ysuph) が、ヘンダーソンよりこの未
刊行原稿を入手し、そこからの多数の引用文を記載した展覧会カタログを執筆、画廊での展覧会に合わせて販売した
（
16）。こ
の展覧会は、一九七〇年 当該画廊を皮切りに サ フランシスコ美術館、サンタ・バーバラ美術館、サン・ディエゴ美術館、エル・パソ美術館など十数か所の美術館に巡回され いる。当然のことながら、公開当初からこれを人道的に問題視する声が各地で起こり、あるい 美術史研究へ 貢献を理由に擁護する者も出るなど、美術史研究者や心理学者も含め各界からの発言によって大論争が巻き起こっている。
　ニューヨークのホイットニー美術館でこれを見たポロッ
クの未亡人であるリー ・クラズナー
(L
ee K
rasner Pollock, 
1908-1984)
は、ついに告訴を決意する。自身も画家であるクラ
ズナーは、作品が展示された を不服としたわけではなかった。実際、これらの展覧会に先立つ、六七年にニューヨーク近代美術館で、ポロックの全経歴にわたる回顧展が開催された際、そこにヘンダーソン所有 ドローイングから五点が出展された（
17）
が、それは、彼女も了承の上でのことだったという。彼女
が問題視したのは、精神科医による「診断」とも取れる、未刊行原稿の一部が流出したこと、即ち医師による守秘義務違反であった
（
18）。カリフォルニア州医療査問委員会が審議に乗りだし、
関係者への法廷での事情聴取が重ねられた。この論争の詳細と法廷での経緯は、是非とも機会を改めて報告しようと思うが、法的な結論のみ言えば、一九七七年になってようやく、作品は医療手段ではなく、治療とは無関係だっ というヘンダーソン側の主張が認められ また 作品はポロックからの「贈与」であったとの判断が下されたため、未亡人 訴え 却下された だった。作品は個々に売却さ 一部は美術館などの公的コレクションになったものの、 現在でも、 サザビーズ、 クリスティーズといった美術作品のオークションにしばしば登場し、そのつ 値が吊りあげられている。
　ところで、今回訳出した原稿は、多くのポロック研究書ある
いは伝記において、長らく「未刊行原稿」として ワイサフの展覧会カタログ序文の引用から孫引きされる他なかっ 。しかし、二〇〇六年 、スミソニアン研究所 所有するポロックとクラズナーに関する全資料がデジタル・アーカイヴ化され インターネットでの公開が開始されたため、このタイプ原稿もまた、今では手軽にパソコンからアクセスできる状態になっている。研究者にとっては誠に有り難 話である。が、関係当事者全員が死亡した後のことと いえ、かくも問題視された文献がネットで公開されていると うこと（そし 勿論、それをこうして邦訳し活字化するというこ も）の是非については、改めて問われるべきことであるかもしれな 。
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